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魅力ある学校づくりを目指して 栗山で学び、栗山で輝く 北海道栗山高等学校

町 田 英 謙

はじめに あいさつ運動

年度初めの様々な業務を終え、生徒達のため教職員全員 ４月２６日（月）～３０日（金）に、生徒会執行部によ
で頑張っていただきました。ありがとうございました。 る「あいさつ運動」がおこなわれました。
さて、令和３年１月、中央教育審議会答申において「令 生徒達が登校の際、生徒玄関で執行部の生徒を中心にお

和の日本型学校教育」として、今後の高等学校の在り方等 出迎えて元気に挨拶を交わしていました。普段は玄関指導
が示されました。高校生の学習意欲を喚起し、能力を最大 の先生方が実施していますが、生徒同士の活動も学年を隔
限に伸ばすための各学校の特色化・魅力化の推進に向け、 てた交流の機会となり、学校全体が明るくなりました。
「スクール・ミッション」の再定義、普通科や専門学科の
改革、総合学科における学びの推進、定時制・通信制にお
ける多様な学習ニーズへの対応が示されています。 高体連支部総会

GIGA スクール構想が前倒しされ、小中学校では１人１
台端末が実現しました。この学習環境で学んだ生徒たちが ５月７日（金）１５：００～１６：３０、岩見沢市文化
令和４年度に高校に入学します。道教委からは令和４年度 センターまなみーるで、今年度の高体連支部総会が開催さ
の１年生から年次進行で BYOD を実施することの方針が れました。
示されました。今後は各校で機種・仕様の剪定、使用のル 本校から高体連担当の古川先生、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ管内専門部
ールの策定、保護者・生徒への説明等を行っていくことに 長の奥田先生と、私の３名で参加しました。
なります。 現在のコロナ禍を考えると、今後様々な事を想定した対
今年度もコロナ禍の中での教育活動となっています。今 応が必要となりますが、昨年度は実施できなかった大会や

までの経験を活かし、感染防止対策を取っていくことが重 業務について、当番校の岩見沢農業高校から提案され、参
要であります。生徒や教職員の安全と安心を確保すること 加校及び各専門部から承認されました。
を大前提として、「できない」ではなく、「どうしたらで
きるか」という発想に立って、教育活動の機会を確保し、
その質を高めていくことが大切であると考えます。 教育相談週間
今年は、延期された東京オリンピックが開催予定です。

札幌市でも競技が開催されます。１００日を切った現在も ５月１０日（月）～１８日（火）まで、教育相談週間と
大変厳しい社会状態が続いています。学校は勿論、個人個 して、各学年ともに担任の先生を中心に面談をおこないま
人が感染対策を講じて、万が一罹患した場合は、しっかり した。また、今年度のスクールカウンセラー小田切 昌代
治療して治すことが大切だと思います。 さんに１２日（水）に来校していただき、事前に相談希望
引き続き、学校ができることを確実に行っていきますの していた生徒を優先して、カウンセリングをおこないまし

で、今後ともご協力をお願い申し上げます。 た。生徒達は様々な不安や悩みを抱えていることが殆どで
すが、話をすることで、気持ちが和らぎ心の安定を図れる
ことは、現在のコロナ禍での神経を張り詰めた生活では、

進学資金講演会 本当に大切な事であると思います。

４月２３日（金）１８：００から、保護者を対象に本校
視聴覚教室で今年度の進学資金講演会が実施されました。 全道校長会＜道教委主催＞
生徒達は、同日の６校時、進路決定に向けた職業等の知

識を深めるお話を受講しました。 ５月始めに対面での実施予定であった全道校長会の一部
この度、講師として NPO 法人高校生進学支援の会 加 である北海道教育委員会主催の会議が、５月１２日（水）

藤 勝 様から、①高校・大学・専門学校の就職状況 ②３ １０：３０より Zoomで開催されました。
年進級から学費納入までの流れ ③日本学生支援機構奨学 はじめに、小玉教育長からの挨拶で、コロナ変異ウィル
金制度と国の教育ローン ④進学することの意味につい スによる全国的な感染拡大で、全道の高等学校長が研究協
て、ご講演を賜りました。 議をおこなう場が延期され、Zoom 会議になったことは誠

に残念であり、今後、生徒達の安心・安全な学校であるよ
う、感染防止対策を万全とし、新型コロナウィルスの終息

ＰＴＡ・教育振興会 総会 に向けて、全ての関係機関が連携していくことが重要であ
ると、お話がありました。続いて、各関係所管の局長より

４月２６日（月）１８：００から、本校の会議室において それぞれ事項の説明があり、質疑応答を受け、第１回全道
ＰＴＡ・教育振興会総会が、ＰＴＡ役員、保護者、教職員 校長会（道教委主催）が終了しました。
２０名が参加して開催されました。
冒頭、ＰＴＡ会長の田中 貴志 様から、コロナ禍で総会

の開催が危ぶまれたが、感染対策を万全におこなったうえ 生徒総会
で、学校で対面審議することが１年間の円滑なＰＴＡ活動
のために必要不可欠であるとの説明をいただきました。 ５月１２日（水）６校時、本校体育館において、令和３
その後、予定されていた審議事項の確認され閉会しまし 年度の生徒総会が開催されました。生徒会執行部の各部か

た。次回は、５月１８日（火）理事会・各専門委員会がお ら、前年度の反省を含めた今年度事業計画が提案され、全
こなわれます。今年度、各委員に任命される保護者の皆様 校生徒から承認されました。コロナ禍で学校行事の実施も
は大変お忙しい中ですが、ご参集いただきますよう、よろ 不透明ですが、１年間、生徒会活動の充実・発展に向け、
しくお願い致します。 精一杯取り組んで欲しいと考えます。


